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Ⅰ ．  Z o o mによる遠隔科学イベン ト の実施  
 
 ５ 月 2 6 日（火 ）、 Z o o m に よ る 講 演 会「一 億 歳 の 微 生

物？！  － 海 底 下 の 地 層 に 潜 む 生 命 と そ の 謎 －」を 実 施

しました。初 の試 みでした が参加 希 望者は 1 0 0 名を超 え、

Y o u T u b e による同時中継も行いました。  

 微生物のお話も面白かったのですが、諸野さんの船内での生活のお話や進路選択、研究者

になるまでの経歴などを聞くことができたのが一番面白かったです。研究者として働くとい

うことについて何もイメージできなかったのですが、前より身近に感じました。 

 講 師 は、 海 洋 研 究 開 発 機 構（ J A M S T E C ）の

主 任 研 究 員 で あ り 本 校 卒 業 生 （ 1 7 期 生 ） の  

諸 野 祐 樹 博 士 で、ク イ ズ も 交 え な が ら 非 常 に

わ か り や す く お 話 を い た だ き ま し た 。 ま た 、

研 究 や 学 生 時 代 の こ と な ど の 質 問 に も 一 つ  

一 つ 丁 寧 に お 答 え い た だ き 、 皆 さ ん の 進 路 選

択 の 幅 が 広 が る 機 会 と も な っ た の で は な い で

し ょ う か 。  

 
 今 回 主 催 し て い た だ い た 日 本 掘 削 科 学 コ ン ソ ー シ ア ム（ J - D E S C）は、

国 内 の 大 学 や 国 立 研 究 機 関 か ら な る 科 学 組 織 で あ り 、 研 究 推 進 活 動 の  

ほ か サ イ エ ン ス の 魅 力 を 伝 え る 普 及 教 育 活 動 も 行 っ て い ま す 。こ の 度

は 、 大 変 貴 重 な 機 会 を 設 け て い た だ き 感 謝 申 し 上 げ ま す 。  

 
 先 日 緊 急 事 態 宣 言 は 解 除 さ れ ま し た が、普 段 通 り の 生 活 が 送 れ る よ う

に な る ま で は ま だ 時 間 が 掛 か り そ う で す 。 そ こ で 、 今 回 の よ う な 講 演 会  

参加者の感想  
などが実施 できな いか現在模 索中で す。またこのよう

な機会があれば、ぜひ皆さん参加してください！  
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スポーツ科学パフォーマンス向上プロジェクト 

意図的に自らの力を最大限出すにはどうしたらいいか  

テーマ設定の理由 

 … 試合などで緊張すると思うように力が出せないことがあるから、意図的に力を 

  出す方法を知りたいと思ったから。 

 

研究内容 

 ・バレーボールの10本サーブを打った後に逆立ちという罰を用意して結果を測定 

  →緊張感は得られたけど、罰を避けたいと思う意志から入りづらくなると感じた。 
 
 ・持久走の授業で終わりにご褒美を用意してラストスパートを走り切れるか調べる 

  →モチベーションを数直線上で数値化したところ、走り終わる前のラストスパート 

   で高くなり、最後まで走り切れると分かった。 
 
 ・SNS上で、スポーツをするときにご褒美があるのと罰が待っているのとどちらが 

  頑張れるかについてアンケートを取った 

  →アンケートではどちらもと答える人もいたが、ご褒美と答えた人の方が多かっ 

   た。 
 
 結論 自らの力を意図的に出すためには、ご褒美を用意すること大事である。 

Ⅱ ．プ ロジ ェ ク ト 紹介  その③  

 探究ニュース N o .  ６に続き、課題解決プロジェクトの紹介をします。  
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持続可能な地域医療プロジェクト 

テーマ設定の理由 

 … この先の将来の医療おいてAIが活躍する、ということをプロフェッショナル講話 

  で聞き、AIを医療現場に取り入れることを前提としてテーマを考えた。 

 

研究内容 

 … 具体的にどのようなシステムで取り入れるのかを考え、書物やインターネット 

  などを使って、現在の高齢社会の現状や医療現場における課題などを調べた。 
 
   結果として、要介護や要治療の高齢者は増えるのに関わらず、医師数の増加率が 

  相応でないことが分かった。そこで、AIを医師として登用するというアイデアに 

  至った。しかしそれでは医師が職を失うし、患者の意志や気持ちを読み取ることが 

  不可能であると言う課題が見つかった。  

A I を医療現場にどのように取り入れていけば良いか  

   よって、医療現場にAIを取り入れる際、その全てをAIに変えるのではなく、まず 

  は定期健康診断や夜間の見回りなどといった小さなところから実現していくのは 

  どうか、という結論に至った。 
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健康意識の種をまこうプロジェクト  

テーマ設定の理由 

 … 今の日本人はお金がかかるため極力病院に行かなかったり、自分は大丈夫という 

  思い込みから健康に対する意識が低いと考えたから。 

 

研究内容 

 対象 

  全国の小、中、高校生 
 
 方法 

  「健康」という科目を作り、子供の頃から「健康意識を高めるためにできること」 

 について段階的に考えることを目的とする。 
 
  具体的に小学校では「健康とは何か？」、中学校では「健康的な生活を送るに 

 は」、高校生では「健康意識を高めるためにできること」についてそれぞれ考えて 

 いく。戦略としてまず、現在は保健の授業が月4回(週1回)行われているが、それを 

 保健の授業と健康の授業を各月2回(交互に週1回ずつ)にする。 

  小中高それぞれで行う内容は、まず小学生では保健の授業で学んだことを活かして 

 自分で家などで健康のために出来ることを見つけて実践する。そして中学生では社会 

 の一員として健康のために出来ることを考え、それぞれの市に提案する。最後に高校 

 生では実際に市役所の方などと相談、練り直し等をして中学生で提案したことを実践 

 する。 
 
 結論 

  「健康」という科目を作り、幼い頃から健康について考える時間を設けることで、 

 大人になっても健康について考えることを習慣化することができ、健康に対する意識 

 が高まる。 


